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「総合ミュージアム」の構想と博物館の課題
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1.これまでの授業内容から考えられる課題

①既存の博物館における収蔵庫不足等の問題
②学芸員や人員そのものの不足

・2024/11/03 に市立函館博物館へ見学へ行った。
・実際に博物館の学芸員さんとの意見交換の中で話
に出てきた課題。



2.課題発見の為のアンケートの実施
【対象】市内の大学生（出身等は問わず）

・すでに市で中高生にむけたアンケートを実施しているので、

差別化を図り、後で比較を行うため。

【主な質問内容】

・博物館に対しての需要の有無とその理由

・総合ミュージアム構想そのものの知名度

・人々がよく使う情報収集媒体の確認



3.アンケート結果から見える課題の分析
1. 広報を行う媒体について（SNSの活用）



SNSの活用について
・市民への周知という観点から、まず「総合ミュージアム構想」そ
のものに興味を持ってもらう必要がある。
・そのために市民に受け入れられやすい媒体での宣伝・広報活動が
必要になってくるだろう。
→X（旧Twitter）やInstagramでの宣伝・広報活動は最低限必要。

・誰が主軸となって運用するのかが問題となる（運営母体の確定
市民団体？市？）
→ここにSNSの扱いに慣れている学生のような若者の協力を扇ぐべ
きでは？



アンケート結果から見える課題の分析
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アンケート結果から見える課題の分析
2. 博物館へ向かう動機付け



博物館に行く「きっかけ」や動機付け

・目的や興味がないという意見が多く見られた。

・そもそも博物館へ行くという「きっかけ」を多くつくる必要性が
あるのではないか？

・常設展や企画展において「話題性」のある企画を行う、博物館そ
のものの特徴で他と差別化を図る等の工夫が必要。
→地域との協働イベントや参加型の展示、市民が主体となる博物館
づくりなど案は多く考えられるのではないだろうか。



アンケート結果から見える課題の分析
3.総合ミュージアム構想そのものの知名度



総括
実際に現場の方の声の中から考察出来る課題は、以下の2点。

・既存の博物館における収蔵庫不足等の問題

・学芸員や人員そのものの不足

アンケートを行った結果から考察出来る課題は、以下の2点。

・広報の仕方を改善する（SNS等の効果的な利用）

・博物館へ行く「きっかけ」を作るような工夫。



総括

今後調査・議論するべき点としては、

・より広い範囲で、博物館に関するアンケートを実施

・具体的にSNSでの広報の仕方についての議論

→誰が主にやるのか、学生が介入するのか、etc…

・市の方で行ったアンケートと今回の結果の比較

・総合ミュージアム構想自体を多くの函館市民に知ってもらう


